
1

外部ユーザートレーニング
バージョン：5.5

最終更新日：2018年6月21日

3M Business Transformation & Information Technology
Progress set in motion >

SAPトレーニング
S2P (Source to Pay)

STP357: アラートプロファイルの設定
（サプライヤー向け）



コース紹介
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このコースは、SNC（サプライ・ネットワーク・コラボレーション）上での
アラート通知プロファイルの設定と、それを使用したアラートと例外管理に
ついて説明します。

このコースにより、次のことを習得します。

 SNCでアラート通知プロファイルを設定する。

 SNCアラートを使用して例外を管理する。



3

アラート通知とプロファイル設定



モジュールの目的
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このモジュールにより、次のことを習得します。

 アラート通知の種類を説明する。

 選択基準を作成する。

 アラート通知プロファイルを設定する。



アラート通知
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SNCはアラートによって、実行されたアクティビティ、必要なアクション、
またはトリガーされた例外についてユーザーに通知します。

アラートにはアクティビティタイプに基づき3つのタイプがあります。

1. SNCでのリアルタイムイベント（新規の購買発注（PO）または事前出荷通
知（ASN）の作成など）

2. 例外（在庫レベルが再発注の閾値を下回った場合など）

3. 検証（請求書の数量が受領証（GR）の数量と異なる場合など）



アラート通知（つづき）
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各SNCストラテジーが、そのストラテジーに特化したアラートをトリガー
します。

アラート 例

POストラテジーアラート POの手動承認：POが手動での承認を要求している

リリースストラテジーアラート
未確認の分納契約のリリース：サプライヤーはこ
のリリースを未承認または未確認

事前出荷通知アラート 受領証（GR）の数量がASNの数量と異なる

オーダー予測モニター（OFM）
アラート

オーダー予測モニターと会社のデータの差異が許
容範囲外



アラートの表示
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ユーザーは、SAP SNC上に設定したアラート通知プロファイルに基づいて、
アラート通知を受け取ります。

 ユーザーは、アラートの選択基準を自身のプロファイルとリンクすること
で、アラート通知プロファイルを作成します。

 1つの選択基準を複数の通知プロファイルにリンクさせ、複数のユーザー
に表示することができます。

選択基準を
作成する

作成した選択基準を
アラート通知
プロファイルに
リンクする

アラートのリストを
表示する



アラート通知プロファイルの定義
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アラート通知プロファイルは、以下の3つのステップにより定義します。

1. 選択基準の作成

2. 選択基準の実行

3. アラート通知プロファイルの作成

選択基準とは、アラートをトリガーするルールです。選択基準（またはクエ
リ）は、ユーザー専用かパートナー専用として定義します。

 ユーザー専用クエリは、そのユーザーのみに表示されます。

 パートナー専用クエリは、サプライヤーまたは３Ｍの全ユーザーが使用で
きます。



アラート通知プロファイルの定義（つづき）
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作成した選択基準を検証するために、実行します。実行結果は、統計ビューま
たは[アラート詳細ビュー]で確認することができます。

 [統計ビュー]では、優先度別にアラートの数を表示できます。

 [アラート詳細ビュー]では、アラートタイプ別にアラートの詳細を表示でき
ます。

選択基準を定義した後に、アラート通知プロファイルを作成します。
アラート通知プロファイルはユーザーIDと連携され、ユーザーは選択基準によ
り生成されたアラートを受け取ります。



アラート通知プロファイルの定義（つづき）
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アラート通知プロファイルを定義するには以下の項目を入力します。

 アラートメッセージを受信するEメールアドレス

 プロファイルを有効にするか否か

 メッセージをトリガーする最低優先度

 プロファイルの使用開始日

 いつアラートを受信するか

 すべてのアラートを送信するか、未承認のアラートのみ送信するか

アラート通知プロファイルの設定に基づいて、適切なアラートとステータスが
送信されます。アラートとそのステータスは、SAP SNCでいつでも確認できま
す。



手順詳細
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アラートプロファイルをSAP SCNで設定するための詳しい手順は、サプライ・
ネットワーク・コラボレーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


モジュールのまとめ
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 アラートは、SNCのさまざまなアクションから生成されます。

 アラートを表示するには、SNCでアラート通知プロファイルを作成してお
く必要があります。

 さらに、アラートのタイプを定義しアラート通知プロファイルにリンクさ
せるために、選択基準を作成する必要があります。
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SNCアラートモニターでの例外管理



モジュールの目的
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このモジュールにより、次のことを習得します。

 アラートのステータスを確認する2つの方法の違いを説明する。

 SNCアラートで例外を管理する。



SAP SNCでのアラート表示
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アラート通知プロファイルを設定すると、ASN、PO、リリースまたはOFMに関
するアクティビティが実行される度に、SNCからサプライヤーにアラートが送
信されます。

サプライヤーは、[アラートモニター]でアラートを受け取り、詳細を確認し、
承認します。

SNCでアラートを表示するには、2種類の表示方法があります。

1. [統計ビュー]

2. [アラート詳細ビュー]



SAP SNCでの統計ビューの使用
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[統計ビュー]では、グループ化基準1のドロップダウンリストでアラートをグ
ループ化します。



SAP SNCでの統計ビューの使用（つづき）
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以下の表は、統計ビューで使用できるグループ化基準を説明しています。

グループ化基準 説明

承認 承認として受信したすべてのアラートをグループ化

有効日数
すべてのアラートを経過日数によりグループ化（例：今日の
日付からドキュメント作成日または変更日を引いた日数）

アラートカテゴリー
すべてのアラートをカテゴリーによりグループ化（例：配送、
在庫、PO、リリース）

作成日
特定の日付または日付範囲に生成されたすべてのアラートを
グループ化

アラート優先度 すべてのアラートを優先度でグループ化（例：高、中、低）

アラートタイプ（長文）
すべてのアラートをアラートタイプの長文の説明によりグ
ループ化

アラートタイプ
すべてのアラートをアラートタイプの短文の説明によりグ
ループ化



SAP SNCでの統計ビューの使用（つづき）
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グループ化基準 説明

プロダクトグループ
すべてのアラートをプロダクトグループにより
グループ化

ロケーション説明
すべてのアラートを特定のロケーションの説明文によ
りグループ化

ローケーション
すべてのアラートを特定のロケーション番号により
グループ化

製品説明
すべてのアラートを特定の製品の説明文によりグルー
プ化

製品 すべてのアラートを特定の製品番号によりグループ化

パートナー説明
すべてのアラートを特定のパートナーの説明文により
グループ化

パートナー
すべてのアラートを特定のパートナー番号により
グループ化

プランナー すべてのアラートをプランナーによりグループ化



SAP SNCでの統計ビューの使用（つづき）
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アラートは、選択基準に基づいて表示されます。さらに優先度（[高]、[中]、
[低]）により分類できます。



アラート詳細ビューの使用
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アラートのカテゴリーと表示したい優先度を選択すると、[アラート詳細
ビュー]でアラートの詳細を表示することができます。

[アラート詳細ビュー]では、選択したアラートタイプにより表示される列が異
なります。例えば、OFMアラートとASNの期限切れアラートでは、詳細ビュー
に表示される列が異なります。



アラート詳細ビューの使用（つづき）
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[アラート詳細ビュー]では、絞り込まれた特定のアラートの詳細を確認できま
す。特定のアラートの詳細を表示できるのは、他のトランザクションと関連付
けられたアラートだけです。

例：

[統計ビュー]

[アラート
詳細ビュー]

ハイパーリンクをクリックしてドリル
ダウンし、下に表示されているような
アラート詳細ビューを表示できます。



モジュールのまとめ
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 アラートのステータスを表示する複数の表示方法

 SNCアラートでの例外を管理方法



まとめ
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このコースでは、主に以下のことを説明しました。

 アラートは、アクションの完了、アクティビティの報告、または検証結果
などの通知として、SNCで生成されます。

 アラートを表示するには、アラート通知プロファイルを作成し、選択基準
とリンクします。

 アラートの概要は、[統計ビュー]もしくは[アラート詳細ビュー]のウィンド
ウで確認できます。

 アラートはさらに詳細に絞り込むことができます。


